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Report on student-based health promotion activities in cooperation 
















































































































































現在の BMI やせ（18.5 未満） 108（16.9）
普通（18.5 以上 25.0 未満） 412（64.5）
肥満（25.0 以上） 25（ 3.9）
回答者が理想とする体重から算出した BMI やせ（18.5 未満） 208（32.6）
普通（18.5 以上 25.0 未満） 365（57.1）







































（複数回答） 禁煙成功者からの助言 2（ 7.7）
薬物療法 1（ 3.8）
禁煙外来 0（ 0.0）
喫煙の開始年齢 12歳 1（ 3.8）





































































































































食事バランスガイドを参考にしているか ほぼ毎食参考にしている 6（ 1.1）
（食事バランスガイドをみたことがある者のみ回答） 毎日１食は参考にしている 10（ 1.8）
時々参考にしている 133（23.8）
参考にしていない 408（73.1）
無回答 1（ 0.2）
表４　食生活について（主な結果）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N=639
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保健所と大学との連携による学生主体の健康づくり活動
６．学生ワーキングチームを主体とした健康づくり
活動
１）大学祭における食育推進活動
　本活動では保健所を通じて吹田地区栄養士会と協力
して、来場者を対象に、食育チームの学生による食事
バランスや朝食摂取に関する健康教育を実施した。
　ICタグがとりつけられた実物大のフードモデルを
選んでセンサーボックスに乗せるだけで、その食品を
組み合わせた栄養価を計算し、モニター画面上で確認
できる、「食育SATシステム」を用い、来場者に自分
の日常的な献立を選んでもらい栄養価・バランス等を
算出し、来場者はその結果について吹田地区栄養士会
の栄養士から指導をうけた。その後、同意の得られた
来場者に対して、保健所の管理栄養士の指導の下、学
生が食事バランスや朝食摂取についての保健指導を体
験した。また、本学の大学祭では子ども向けの企画も
多く、地域住民の親子が多く訪れる。そこで、来場し
た親子に対して朝食摂取に関する健康教育を行うとと
もに、その際に、子どもが関心をもつような教育媒体
として、塗り絵ができる食事バランスに関するリーフ
レットを学生が作成し、使用した。
２）防煙・禁煙に関する啓発グッズの作成
　たばこチームの学生により、学生目線による同年代
女性のたばこの健康への影響を伝えるための防煙・禁
煙に関する啓発を目的としたグッズ（クリアファイ
ル）を作成した。このグッズは後述の新入生対象の健
康教育の際に配付して媒体としても活用するとともに、
在学生にも配付した。
３）新入生対象の健康教育
　2011年４月の入学直後のオリエンテーション行事に
おいて、学生ワーキングチーム（主に看護学部学生）
により、先輩の立場から、朝食の重要性と禁煙・防煙
啓発に関する全学科新入生対象の健康教育を実施した。
　本活動の概要について説明したあと、食育チームに
より、朝食摂取のメリット、工夫や食事バランスに関
して、スライドや大阪府作成のリーフレット「朝食モ
リモリ元気っ子」などを用いながら健康教育を行った。
また、たばこチームについては、喫煙のきっかけ、受
動喫煙、たばこの害などについて、寸劇を取り入れな
がら、健康教育を実施した。学生による健康教育の後、
保健所の保健師より、補足および薬物についての健康
教育を実施した。
　対象者となった新入生から実施後に無記名のアン
ケートにて感想をたずねたところ、232名から回答が
あり、「とてもわかりやすかった（70.3％）」「わかり
やすかった（26.3％）」との評価を得た。また、この
健康教育をうけて何かに取り組もうと思ったかとたず
ねたところ、既に取り組んでいる者を除き、約86％が
何らかの取り組みをしたいと回答した。自由記載では、
「先輩たちがおもしろく、わかりやすく教えてくれた
のでとても良かった」といったように、学生目線で先
輩から後輩へ伝えた効果が窺えた。
７．本活動の振り返りと官学連携活動からの考察
　本活動では、実態調査結果にもとづいた健康課題の
抽出、健康課題に沿って活動内容を焦点化した活動計
画の立案、健康教育実施や啓発媒体の作成といった計
画の実施および評価といった一連のPlan-Do-Seeの過
程をふむことができたと考えられる。
　学生への効果については、本活動を学生主体とした
ことにより、実態調査の結果から学生主体で課題整理
を行ったことなどから、学生自身がたばこや食に関す
る問題を自分のこととして捉え、さらに大学全体の健
康課題として認識して取り組むことができたと考えら
れる。また、学生から学生へのアプローチとなるため、
ピア・サポート的な効果も得られるとともに、新入生
への健康教育では、先輩から後輩といった縦のつなが
りによる効果も得られたのではないかと考えられる。
また、保健所と連携することで、早い段階から保健所
という現場の専門職と接し、直接的に学ぶことができ、
将来、専門職を目指す学生にとっては現場を肌で感じ
る良い刺激となり、今後の学習へのモチベーションの
向上につながるといった教育効果も得られたと考えら
れる。ワーキングに参加した学生からも、「学生や保
健所の方、先生がいろんな考えを出し合って一つの目
標に向かって頑張ることが楽しかった」「人に伝える
ことの難しさと伝わるうれしさを学べた」といった声
がきかれた。
　当初は、学生ワーキングチームの学生が２年生とい
うことでまだ専門科目の履修が完了していない段階で
あり、専門的内容を含む活動をするにあたっての学習
の準備性不足が懸念されたが、この点については保健
所・大学の教職員ワーキングチームによるサポートで
補うことができた。
　保健所と大学による官学連携の効果については、本
活動によって地域と密接に活動することにより、教員
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も地域の最新事情などを学ぶことができ、また昨今の
健康課題について地域の専門職と研究者でもある大学
教員が一緒に考え、取り組むことができることが挙げ
られる。本活動では、例えば保健所は地域の最新情報
の提供、大学は実態調査のまとめといったように、保
健所と大学がお互いに得意とする力を発揮することが
できたと考えられる。また、看護職や管理栄養士と
いった専門職養成には保健所等での臨地実習が必要で
あり、実習施設と大学の連携が不可欠であるが、その
連携強化にも役立ち、実習における教育効果向上にも
つながるのではないかと考えられる。
　大学教員自身も健康づくりの専門職ではあるものの、
普段の業務では学生に対しては「教育者」という立場
からの学習支援で手一杯になりがちであり、「学生の
健康づくり」という学校保健活動へ参画する余裕がな
い傾向にある。しかしながら、今回は本活動を通して、
保健所のサポートを得ることができたため、教員によ
る学校保健活動への参画を促進できたのではないかと
考えられる。
　今後の課題としては、まず、複数学科の学生が一緒
に活動する時間の確保が難しいことが挙げられる。両
学科とも専門科目・実習なども多く、空いている時間
帯が異なったため、ワーキング活動の時間帯の設定に
は困難が伴った。しかしながら、複数の専門職を養成
する学科を有しているという本学の特徴やチームアプ
ローチについて学べる利点もあるため、今後も全学的
な広がりをもった複数学科での活動を模索していきた
い。また、多くの費用はかからないが、若干の実費は
必要であるため、予算の獲得も課題である。
８．おわりに
　以上からいくつかの課題はあるものの、学生という
当事者主体であることを活かした健康づくり活動の実
施、学校保健活動の強化、専門職を目指す学生への教
育効果、保健所と大学のお互いの専門性を出し合うこ
とによる効果的・効率的活動の実施、保健所と大学の
連携強化など様々な効果が考えられた。この活動は
2011年度も継続することとなり、２代目の学生ワーキ
ングチームによる活動が始まっている。今後も、実践
的予防活動を本務とする保健所と、教育・研究活動を
本務とする大学が協働することにより、さらに効果
的・効率的活動とし、昨今その重要性が増している官
学連携の基盤づくりへとつなげることが重要と考えら
れる。
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